年頭所感
ひまわり園　　　施設長　水城淳一郎
　新年明けましておめでとうございます。
　昨年も新型コロナウイルスの影響で、ひまわり園での日課や行事の縮小を強いられた一年でしたが、利用者のみなさんは、マスク着用、検温、健康チェック、手指消毒など、以前に比べるとスムーズに取り組めるようになりました。今年も徹底して感染防止の取り組みを継続していきます。加えて、利用者のみなさんがより安心して活動できるよう、感染症・防災対策、事業継続計画（BCP）策定についても法人と連携し取り組んでまいります。
　ひまわり園では、生活介護、就労移行、就労継続B型の事業をおこなっていますが、利用者の活動はものづくり、生産活動が中心です。パン、焼き菓子、手芸品、陶芸品、木工品を中心に製造、販売をしています。また、市役所地下の星の広場でカフェを営業しています。コロナ禍で販売会がなく売上げ減ですが、利用者の工賃確保のため、みなさまから愛される商品を開発し、販路開拓も実施していきたいと思います。また、箱折などの簡易作業や、お借りしている畑での除草、苗植え、収穫などにも適宜取り組み、変化があり、リフレッシュできる作業活動も取り入れていきます。
　令和2年度から、3密を避けるため、利用者みなさん集まっての全体会が実施できていませんし、保護者会や地域の方々への施設貸し出し等も行えていません。式典行事等がスムーズにできないことは残念でなりませんが、工夫をしながら全体会などの在り方も検討していきたいと思います。
　阿古女祭、感謝デイ等のひまわり園でのイベントは、規模を縮小し、参加者は利用者のみに限定しました。自分たちが作った商品が、お客様に購入いただけることは利用者のみなさんの意欲向上には欠かせませんので、利用者の日々の取り組みがみなさんに評価していただけるよう、イベント等も検討していきます。
　余暇支援は、規模を縮小しながら、文化的余暇、体育的余暇、休日余暇支援が（緊急事態宣言中をのぞき）実施できました。文化的余暇の「創作」は福岡市障がい児・者美術展「コアサイドアート」出展、体育的余暇の「エアロビクス」は「福岡市障がい者週間記念の集い」ステージコーナーに出演でき、利用者の励みとなりました。今後も取り組みが発表できる機会を増やしていければと思っています。
　ひまわり園に併設する居宅介護事業所「ライフサポートてをつなぐ」につきましては、職員確保、育成を強化しながら、感染症防止を徹底し、利用者ニーズに沿った支援を行ってまいります。
　利用者のみなさんがより豊かな活動ができるよう、ひまわり園職員一丸となって取り組みます。
本年も引き続きご支援、ご協力いただきますようお願い申し上げます。


寄付寄贈（ひまわり園）
姪浜校区社会福祉協議会　様　　利用者へクリスマスプレゼント（菓子詰め合わせ）
